
1

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

7 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

ﾛｸﾞｲﾝ画面を表示し、ﾕｰｻﾞID、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力を行う。

画面で入力されたﾊﾟｽﾜｰﾄﾞとM_ﾕｰｻﾞﾏｽﾀの[M_USR_ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ]を比較する。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 4 M_ﾕｰｻﾞﾏｽﾀ M_USR R W 引数の[P_ﾕｰｻﾞID]で読む

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_ﾛｸﾞｲﾝﾌﾗｸﾞ 4 L O ﾛｸﾞｲﾝ成功の場合：[TRUE] 終了ﾎﾞﾀﾝで終わった場合：[FALSE]

2 P_ﾕｰｻﾞID 67 A O 画面で入力されたﾕｰｻﾞID

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB.ﾛｸﾞｲﾝ

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

桁数（書式）

5

12K0

項目名

項目名



2

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

8 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

ｶﾚﾝﾀﾞｰ画面を表示し、日付の選択を行う。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 MSCAL.OCXを使用

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_日付 18 D O 画面で選択された日付（終了ﾎﾞﾀﾝが押された場合は、引数は更新されない）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1 V_選択ﾌﾗｸﾞ 4 L 選択された場合：[TRUE] 終了ﾎﾞﾀﾝで終わった場合：[FALSE]

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB_ｶﾚﾝﾀﾞｰ

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

5

桁数（書式）

YYYY/MM/DD

項目名

項目名



3

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

9 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

ﾒｯｾｰｼﾞ画面を表示する。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 USER32.DLLを使用

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_表示文字列 A I 表示ﾒｯｾｰｼﾞ文字列

2 P_ｷｬﾌﾟｼｮﾝﾊﾞｰ表示文字列 A I ｳｲﾝﾄﾞｳﾀｲﾄﾙ文字列

3 P_ﾒｯｾｰｼﾞﾎﾞｯｸｽﾀｲﾌﾟ N I ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数の[G.MB]の組み合わせ

例）[はい][いいえ]、疑問符ｱｲｺﾝ、2番目のﾎﾞﾀﾝﾃﾞﾌｫﾙﾄ、最前面ｳｨﾝﾄﾞｳの場合

G.MB_[はい][いいえ]+G.MB_疑問符ｱｲｺﾝ+G.MB_2番目のﾎﾞﾀﾝﾃﾞﾌｫﾙﾄ+G.MB_最前面ｳｨﾝﾄﾞｳ

をﾊﾟﾗﾒｰﾀとする

4

5

6

7

8

9

10

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1 V_戻り値 17 N 画面で選択されたﾎﾞﾀﾝにより、G.MBRT_[OK]～G.MBRT_[いいえ]（1～７）が返る

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB_ﾒｯｾｰｼﾞﾎﾞｯｸｽ

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

4

桁数（書式）

300

100

7

項目名

項目名



4

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

10 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

更新確認ﾒｯｾｰｼﾞ画面を表示する。

SUB_ﾒｯｾｰｼﾞﾎﾞｯｸｽを使用。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1 V_確認ﾌﾗｸﾞ 4 L [はい]の場合：[TRUE] [いいえ]の場合：[FALSE]

サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

5

桁数（書式）

プログラム名

G.SUB_更新確認

システム名

J-StandardMagic

項目名

ファイル名

処理概要

項目名



5

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

11 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

終了確認ﾒｯｾｰｼﾞ画面を表示する。

SUB_ﾒｯｾｰｼﾞﾎﾞｯｸｽを使用。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1 V_確認ﾌﾗｸﾞ 4 L [はい]の場合：[TRUE] [いいえ]の場合：[FALSE]

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB_終了確認

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

5

桁数（書式）

項目名

項目名



6

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

12 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

処理終了ﾒｯｾｰｼﾞ画面を表示する。

SUB_ﾒｯｾｰｼﾞﾎﾞｯｸｽを使用。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

桁数（書式）

プログラム名

G.SUB_処理終了

システム名

J-StandardMagic

項目名

ファイル名

処理概要

項目名



7

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

13 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

入力画面用ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを表示し、各ﾎﾞﾀﾝｸﾘｯｸ時にｲﾍﾞﾝﾄを発生させる。

[発生ｲﾍﾞﾝﾄ]

ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ

ESC Esc F5 F5 F10 F10

F1 F1 F6 F6 F11 F11

F2 F2 F7 F7 F12 F12

F3 F3 F8 F8

F4 F4 F9 F9

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_ﾎﾞﾀﾝESC名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’終了[ESC]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

2 P_ﾎﾞﾀﾝF1名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F1]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

3 P_ﾎﾞﾀﾝF2名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’取消[F2]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

4 P_ﾎﾞﾀﾝF3名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’削除[F3]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

5 P_ﾎﾞﾀﾝF4名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’行追加[F4]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

6 P_ﾎﾞﾀﾝF5名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’ズーム[F5]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

7 P_ﾎﾞﾀﾝF6名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’広域[F6]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

8 P_ﾎﾞﾀﾝF7名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F7]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

9 P_ﾎﾞﾀﾝF8名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F8]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

10 P_ﾎﾞﾀﾝF9名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F9]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

11 P_ﾎﾞﾀﾝF10名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F10]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

12 P_ﾎﾞﾀﾝF11名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F11]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

13 P_ﾎﾞﾀﾝF12名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’更新[F12]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB_入力ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

桁数（書式）

12

12

12

12

12

項目名

項目名

12

12

12

12

12

12

12

12



8

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

14 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

印刷指示画面用ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを表示し、各ﾎﾞﾀﾝｸﾘｯｸ時にｲﾍﾞﾝﾄを発生させる。

[発生ｲﾍﾞﾝﾄ]

ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ

ESC Esc F11 F11

F2 F2 F12 F12

F5 F5

F9 F9

F10 F10

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_ﾎﾞﾀﾝESC名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’終了[ESC]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

2 P_ﾎﾞﾀﾝF2名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’取消[F2]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

3 P_ﾎﾞﾀﾝF5名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’ズーム[F5]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

4 P_ﾎﾞﾀﾝF9名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F9]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

5 P_ﾎﾞﾀﾝF10名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F10]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

6 P_ﾎﾞﾀﾝF11名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F11]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

7 P_ﾎﾞﾀﾝF12名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’印刷[F12]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

桁数（書式）

12

12

12

12

12

プログラム名

G.SUB_印刷ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ

システム名

J-StandardMagic

項目名

ファイル名

処理概要

項目名

12

12



9

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

15 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

更新指示画面用ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを表示し、各ﾎﾞﾀﾝｸﾘｯｸ時にｲﾍﾞﾝﾄを発生させる。

[発生ｲﾍﾞﾝﾄ]

ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ

ESC Esc F11 F11

F2 F2 F12 F12

F5 F5

F9 F9

F10 F10

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_ﾎﾞﾀﾝESC名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’終了[ESC]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

2 P_ﾎﾞﾀﾝF2名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’取消[F2]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

3 P_ﾎﾞﾀﾝF5名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’ズーム[F5]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

4 P_ﾎﾞﾀﾝF9名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F9]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

5 P_ﾎﾞﾀﾝF10名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F10]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

6 P_ﾎﾞﾀﾝF11名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’[F11]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

7 P_ﾎﾞﾀﾝF12名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’実行[F12]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

項目名

ファイル名

処理概要

項目名

12

12

プログラム名

G.SUB_更新ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ

システム名

J-StandardMagic

桁数（書式）

桁数（書式）

12

12

12

12

12

サブプログラムＩＯ仕様書



10

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

16 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

ｽﾞｰﾑ画面（検索画面）用ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを表示し、各ﾎﾞﾀﾝｸﾘｯｸ時にｲﾍﾞﾝﾄを発生させる。

[発生ｲﾍﾞﾝﾄ]

ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ

Enter 選択

ESC 終了

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_ﾎﾞﾀﾝEnter名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’選択[Enter]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

2 P_ﾎﾞﾀﾝESC名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’終了[ESC]’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB_ｽﾞｰﾑﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

桁数（書式）

12

12

項目名

項目名



11

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

17 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

ﾒﾆｭｰ画面用ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを表示し、各ﾎﾞﾀﾝｸﾘｯｸ時にｲﾍﾞﾝﾄを発生させる。

[発生ｲﾍﾞﾝﾄ]

ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ ﾎﾞﾀﾝ ｲﾍﾞﾝﾄ

↑ Up 終了 終了

↓ Down

← Left

→ Rght

Enter Enter

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_ﾎﾞﾀﾝ↑名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’↑’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

2 P_ﾎﾞﾀﾝ↓名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’↓’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

3 P_ﾎﾞﾀﾝ←名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’←’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

4 P_ﾎﾞﾀﾝ→名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’→’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

5 P_ﾎﾞﾀﾝEnter名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’Enter’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

6 P_ﾎﾞﾀﾝ終了名 1 A I [G.ﾎﾞﾀﾝ名ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定]の場合’終了’ 、その他は渡された文字がﾎﾞﾀﾝに表示される

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

桁数（書式）

12

12

12

12

12

プログラム名

G.SUB_ﾒﾆｭｰﾎﾞﾀﾝ

システム名

J-StandardMagic

項目名

ファイル名

処理概要

項目名

12



12

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

18 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

最終番号の採番を行う。

M_最終番号ﾏｽﾀ[M_BAN_最終番号]<99999999の場合、[M_BAN_最終番号]に[M_BAN_最終番号]+1をｾｯﾄ、その他は、[1]をｾｯﾄ

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 7 M_最終番号ﾏｽﾀ M_BAN W W 引数の[P_最終番号区分]で読む

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_最終番号区分 62 N I M_最終番号ﾏｽﾀを読むｷｰ

2 P_最終番号 64 N O 更新後のM_最終番号ﾏｽﾀ[M_BAN_最終番号]

3 P_更新区分 2 N I 0:最終番号ﾏｽﾀを更新し、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの最終番号にｾｯﾄ 1:ﾊﾟﾗﾒｰﾀの最終番号のみｾｯﾄ

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

桁数（書式）

2P0Z

8P0Z

1

プログラム名

G.SUB_最終番号取得

システム名

J-StandardMagic

項目名

ファイル名

処理概要

項目名



13

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

19 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

郵便番号から住所を求める。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 8 M_郵便番号ﾏｽﾀ M_YBN R W 引数の[P_郵便番号]で読む

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_郵便番号 29 A I M_郵便番号ﾏｽﾀを読むｷｰ

2 P_住所 30 A O M_郵便番号ﾏｽﾀ[M_YBN_都道府県]、[M_YBN_市区町村]、[M_YBN_町域]の前後の空白を

削除し、結合してｾｯﾄ

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB_郵便番号変換(結合版)

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

桁数（書式）

8K0

70K1

項目名

項目名



14

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

20 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

郵便番号から住所を求める。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 8 M_郵便番号ﾏｽﾀ M_YBN R W 引数の[P_郵便番号]で読む

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_郵便番号 29 A I M_郵便番号ﾏｽﾀを読むｷｰ

2 P_住所1(都道府県) 53 A O M_郵便番号ﾏｽﾀ[M_YBN_都道府県]をｾｯﾄ

3 P_住所2(市区町村) 54 A O M_郵便番号ﾏｽﾀ[M_YBN_市区町村]をｾｯﾄ

4 P_住所3(町域) 55 A O M_郵便番号ﾏｽﾀ[M_YBN_町域]をｾｯﾄ

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1

サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

桁数（書式）

8K0

10K1

22K1

70K1

プログラム名

G.SUB_郵便番号変換(分割版)

システム名

J-StandardMagic

項目名

ファイル名

処理概要

項目名



15

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

22 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

ｺｰﾄﾞ検索画面を表示し、ｺｰﾄﾞの選択を行う。

画面のｺｰﾄﾞ検索項目が入力された場合、入力値で[M_COD_ｺｰﾄﾞ]の最小位置付けを行う。

画面のｺｰﾄﾞ検索項目が入力されていない場合、引数のP_ｺｰﾄﾞで[M_COD_ｺｰﾄﾞ]の最小位置付けを行う。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 2 M_ｺｰﾄﾞﾏｽﾀ M_YBN R W 引数の[P_ｺｰﾄﾞ種別]で読む

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_ｺｰﾄﾞ種別 46 A I M_ｺｰﾄﾞﾏｽﾀを読むｷｰ

2 P_ｺｰﾄﾞ 47 A I/O 画面で選択されたｺｰﾄﾞ（終了ﾎﾞﾀﾝが押された場合は、引数は更新されない）

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1 V_選択ﾌﾗｸﾞ 4 L 選択された場合：[TRUE] 終了ﾎﾞﾀﾝで終わった場合：[FALSE]

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB_ｺｰﾄﾞ検索

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

5

桁数（書式）

3P0Z

6P0Z

項目名

項目名
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ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

23 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

金融機関検索画面を表示し、ｺｰﾄﾞの選択を行う。

画面のｶﾅ検索項目が入力された場合、入力値で[M_KIN_金融機関名(ｶﾅ)]の最小位置付けを行う。（ｲﾝﾃﾞｯｸｽ=2（ｶﾅ昇順）を使用）

画面のｶﾅ検索項目が入力されていない場合、引数のP_金融機関ｺｰﾄﾞで[M_KIN_金融機関ｺｰﾄﾞ]の最小位置付けを行う。（ｲﾝﾃﾞｯｸｽ=1（ｺｰﾄﾞ昇順）を使用）

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 9 M_金融機関ﾏｽﾀ M_KIN R W

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_金融機関ｺｰﾄﾞ 36 N I/O 画面で選択されたｺｰﾄﾞ（終了ﾎﾞﾀﾝが押された場合は、引数は更新されない）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1 V_選択ﾌﾗｸﾞ 4 L 選択された場合：[TRUE] 終了ﾎﾞﾀﾝで終わった場合：[FALSE]

サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

5

桁数（書式）

4P0Z

プログラム名

G.SUB_金融機関検索

システム名

J-StandardMagic

項目名

ファイル名

処理概要

項目名
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ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

24 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

金融支店検索画面を表示し、ｺｰﾄﾞの選択を行う。

画面のｶﾅ検索項目が入力された場合、入力値で[M_STN_金融支店名(ｶﾅ)]の最小位置付けを行う。（ｲﾝﾃﾞｯｸｽ=2（ｶﾅ昇順）を使用）

画面のｶﾅ検索項目が入力されていない場合、引数のP_金融支店ｺｰﾄﾞで[M_STN_金融支店ｺｰﾄﾞ]の最小位置付けを行う。（ｲﾝﾃﾞｯｸｽ=1（ｺｰﾄﾞ昇順）を使用）

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 10 M_金融支店ﾏｽﾀ M_STN R W 引数の[P_金融機関ｺｰﾄﾞ]で読む

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_金融機関ｺｰﾄﾞ 36 N I M_金融支店ﾏｽﾀを読むｷｰ

2 P_金融支店ｺｰﾄﾞ 39 N I/O 画面で選択されたｺｰﾄﾞ（終了ﾎﾞﾀﾝが押された場合は、引数は更新されない）

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1 V_選択ﾌﾗｸﾞ 4 L 選択された場合：[TRUE] 終了ﾎﾞﾀﾝで終わった場合：[FALSE]

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB_金融支店検索

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

5

桁数（書式）

4P0Z

3P0Z

項目名

項目名
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ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

25 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

ﾕｰｻﾞ検索画面を表示し、ﾕｰｻﾞIDの選択を行う。

画面のﾕｰｻﾞ検索項目が入力された場合、入力値で[M_USR_ﾕｰｻﾞID]の最小位置付けを行う。

画面のﾕｰｻﾞ検索項目が入力されていない場合、引数のP_ﾕｰｻﾞIDで[M_USR_ﾕｰｻﾞID]の最小位置付けを行う。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 4 M_ﾕｰｻﾞﾏｽﾀ M_USR R W

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_ﾕｰｻﾞID 67 A I/O 画面で選択されたﾕｰｻﾞID（終了ﾎﾞﾀﾝが押された場合は、引数は更新されない）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1 V_選択ﾌﾗｸﾞ 4 L 選択された場合：[TRUE] 終了ﾎﾞﾀﾝで終わった場合：[FALSE]

ファイル名

処理概要

プログラム名

G.SUB_ﾕｰｻﾞ検索

システム名

J-StandardMagic
サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

5

桁数（書式）

12K0

項目名

項目名
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ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ№ 作成日 更新日 作成者 頁

26 07/11/28 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ検索画面を表示し、ﾕｰｻﾞIDの選択を行う。

画面のｸﾞﾙｰﾌﾟ検索項目が入力された場合、入力値で[M_GRP_ｸﾞﾙｰﾌﾟID]の最小位置付けを行う。

画面のｸﾞﾙｰﾌﾟ検索項目が入力されていない場合、引数のP_ｸﾞﾙｰﾌﾟIDで[M_GRP_ｸﾞﾙｰﾌﾟID]の最小位置付けを行う。

ファイル№ ファイルＩＤ アクセス 共有 備 考

1 5 M_ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏｽﾀ M_GRP R W

2

3

4

5

6

7

8

9

10

引数 タイプ 型 I/O 引数説明

1 P_ｸﾞﾙｰﾌﾟID 70 A I/O 画面で選択されたｸﾞﾙｰﾌﾟID（終了ﾎﾞﾀﾝが押された場合は、引数は更新されない）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

戻り値 タイプ 型 戻り値説明

1 V_選択ﾌﾗｸﾞ 4 L 選択された場合：[TRUE] 終了ﾎﾞﾀﾝで終わった場合：[FALSE]

サブプログラムＩＯ仕様書

桁数（書式）

5

桁数（書式）

12K0

プログラム名

G.SUB_ｸﾞﾙｰﾌﾟ検索

システム名

J-StandardMagic

項目名

ファイル名

処理概要

項目名


